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11．表示情報ファイルについて．表示情報ファイルについて

XBRLデータからHTMLを生成するにあたり、HTMLファイルの生成の際の各種条件を指定するための「表示情報ファイル」を導入
いたしました。この「表示情報ファイル」によって、提出者側からHTML生成のための各種制御が可能になっています。
「表示情報ファイル」はXML形式のファイルとなっており、以下の項目が設定できます。

FinancialStatements

InstanceCount

InstanceInformation

InstanceFileName

StatementInformation

StatementID

FileName

Language

Header

HeaderValue

ColumnName

ColumnValue

DecimalScale

SplitMaxSize

SplitMinSize

SplitDepth

XMLタグ

1

3

No.

表示情報ファイル

インスタンスファイル数

項目名 繰り返し

1～1000を指定する

備考

数値

2

4

5

15

9

10

6

数値

全半角

全半角

全半角

4

14

13

11 1～6

最大行数

1～99

2

2最小行数

改ページインデント 数値

見出し名設定

半角

半角

半角

1～1000

1～24

100

提出する報告書インスタンスのファイル数。

報告書インスタンス毎の定義を記載する。

16

12

7

8

100

31
例）0105110_0001　変換後の
HTML名：0105110_0001.htm

変換する財務諸表を設定する。当該財務諸表の文書情報タクソノミにおける「財
務諸表種別２」の要素名を指定する。

半角

データ長

4

データ型

数値

2

100

60

2

100

改ページを行う勘定科目のインデント（階層）を設定する。

例）ja：日本語

例）１【連結財務諸表等】

例）当連結会計年度

例）（単位：百万円）

1～99を指定する

1～99を指定する

1～99を指定する

インスタンス

インスタンスファイル名

財務諸表

財務諸表ID

説明

列名

列名設定

表示単位設定

HTML変換後のファイル名

言語設定

見出し名

１列に表示される列名を設定する。

財務諸表の右上に表示される単位を設定する。

表示情報ファイル（XMLファイル）における最上位ノード。

報告書インスタンスのファイル名を設定する。拡張子（.xbrl）は除く。

財務諸表毎の定義を設定する。

財務諸表の１ページあたりの最大行数。なお、財務諸表の各ページの行数が、こ
の最大行数(SplitMaxSize)を超えた場合、改ページインデント(SplitDepth)条件に
関わらず改ページが実行される。

財務諸表の１ページあたりの最小行数。なお、財務諸表の各ページの行数が、こ
の最小行数(SplitMinSize)に満たない場合、改ページインデント(SplitDepth)条件
を満たす勘定科目があっても改ページを行わない。

変換に使用する言語を設定する。

財務諸表毎の見出し名を目次番号を含めて設定する。複数行ある場合、各行ご
とに設定する。

１行に表示される見出しを設定する。

財務諸表の列名を設定する。前期、当期など複数列ある場合は、各列ごとに設
定する。

財務諸表のXBRLデータから変換されるHTMLファイル名を設定する。拡張子
（.htm）は除く。半角英小文字、半角数字、-(ハイフン)、_(アンダースコア)を許可
し、先頭7桁は数値のみ、8桁以降は任意とする。最小7桁、最大31桁。
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１【連結財務諸表等】
(1）【連結財務諸表】

①【連結貸借対照表】
（単位：百万円）

～

資産の部
流動資産
現金及び預金 2,672,825 3,234,083
受取手形及び売掛金 1,709,9201 750,086

前連結会計年度 当連結会計年度
(平成19年3月31日) (平成20年3月31日)

企業別タクソノミ

報告書インスタンス

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<!-- 表示情報ファイルサンプル 有価証券報告書用 -->
<FinancialStatements>
<InstanceCount>1</InstanceCount>
<InstanceInformation>

<InstanceFileName>jpfr-asr-X99999-000-2008-03-31-01-2008-06-28</InstanceFileName>
<!-- 連結貸借対照表 エントリ -->
<StatementInformation>

<StatementID>ConsolidatedBSConsolidatedFinancialStatements</StatementID>
<FileName>0105110_0001</FileName>
<Language>ja</Language>
<Header>

<HeaderValue>１【連結財務諸表等】</HeaderValue>
<HeaderValue>(1)【連結財務諸表】</HeaderValue>
<HeaderValue></HeaderValue>
<HeaderValue> ①【連結貸借対照表】</HeaderValue>

</Header>
<ColumnName>

<ColumnValue>前連結会計年度</ColumnValue>
<ColumnValue>（平成19年03月31日）</ColumnValue>

</ColumnName>
<ColumnName>

<ColumnValue>当連結会計年度</ColumnValue>
<ColumnValue>（平成20年03月31日）</ColumnValue>

</ColumnName>
<DecimalScale>（単位：百万円）</DecimalScale>
<SplitMaxSize>40</SplitMaxSize>
<SplitMinSize>30</SplitMinSize>
<SplitDepth>1</SplitDepth>

</StatementInformation>
：
：

</FinancialStatements>

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<!-- 表示情報ファイルサンプル 有価証券報告書用 -->
<FinancialStatements>
<InstanceCount>1</InstanceCount>
<InstanceInformation>

<InstanceFileName>jpfr-asr-X99999-000-2008-03-31-01-2008-06-28</InstanceFileName>
<!-- 連結貸借対照表 エントリ -->
<StatementInformation>

<StatementID>ConsolidatedBSConsolidatedFinancialStatements</StatementID>
<FileName>0105110_0001</FileName>
<Language>ja</Language>
<Header>

<HeaderValue>１【連結財務諸表等】</HeaderValue>
<HeaderValue>(1)【連結財務諸表】</HeaderValue>
<HeaderValue></HeaderValue>
<HeaderValue> ①【連結貸借対照表】</HeaderValue>

</Header>
<ColumnName>

<ColumnValue>前連結会計年度</ColumnValue>
<ColumnValue>（平成19年03月31日）</ColumnValue>

</ColumnName>
<ColumnName>

<ColumnValue>当連結会計年度</ColumnValue>
<ColumnValue>（平成20年03月31日）</ColumnValue>

</ColumnName>
<DecimalScale>（単位：百万円）</DecimalScale>
<SplitMaxSize>40</SplitMaxSize>
<SplitMinSize>30</SplitMinSize>
<SplitDepth>1</SplitDepth>

</StatementInformation>
：
：

</FinancialStatements>

0105110_0001.htm

No.10 見出し名設定
(HeaderValue)

No.12 列名設定
(ColumnValue)

No.13 表示単位設定
(DecimalScale)

２．各項目の設定イメージ２．各項目の設定イメージ

表示情報ファイルの各設定項目と、変換元の報告書インスタンスとの紐付け、
設定項目の変換後のHTMLへの反映イメージは図の通りです。

連結貸借対照表

連結損益計算書

連結株主資本等変動計算書

連結キャッシュ・フロー計算書

貸借対照表

損益計算書

株主資本等変動計算書

jpfr-asr-X99999-000-2008-03-31-01-2008-06-28.xbrl

＜表示情報ファイル＞

＜変換後のHTML＞

＜提出したXBRLデータ＞

変換

No.6 財務諸表ID
(StatementID)

紐
付

け
紐

付
け
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３．改ページ制御の例（１３．改ページ制御の例（１//２）２）

行数：35行
行数：30行

31行目：インデント＝１

「負債の部」（36行目）は、１ページあたりの最小行数（30行）より大きく、
かつSplitDepth（改ページインデント）条件を満たしているため、当該行

から改ページが行われます。
また、「純資産の部」（2ページ目の行頭から31行目）も同様に、１ページ
あたりの最小行数（30行）より大きく、かつSplitDepth（改ページインデン

ト）条件を満たしているため、当該行から改ページが行われます。

例１）最小行数とインデントによる改ページ制御の例

設定例
① SplitMaxSize（最大行数）：40
② SplitMinSize（最小行数）：30
③ SplitDepth（改ページインデント）：1

36行目：インデント＝１

最大行数、最小行数、改ページインデントによる改ページ制御が可能です。
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例２）最大行数(SplitMaxSize)による改ページ制御の例

「負債の部」（25行目）は階層的にはSplitDepth（改ページイン
デント）条件を満たしていますが、最小行数（30行）に達してい

いないため、改ページが行われません。
この例の場合、 「連結調整勘定」（40行目）で、設定した最大行
数（40行）に達するので、当該行の下で改ページが行われます。

３．改ページ制御の例（２３．改ページ制御の例（２//２）２） 設定例
① SplitMaxSize（最大行数）：40
② SplitMinSize（最小行数）：30
③ SplitDepth（改ページインデント）：1

25行目：インデント＝１

行数：40行


